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私たち畜産農家・業者は、国民に畜産物を安定供給するため、日々、家畜の世話に汗をか

き、農業生産に懸命に取り組み、食料供給と地域経済を支えています。 

しかし今般の飼料、燃料、資材、農業機械などの生産コストの高騰により、私たちはいま、

かつて経験したことのない深刻な経営危機に直面しています。このままでは経営を継続する

ことは困難です。 

以下の項目について、国は緊急に対策を講じていただくよう強く要望します。 

 

記 

 

一、飼料をはじめとした生産コストの高騰は、コロナ禍や世界的な異常気象、円安、海上

輸送費の高騰などが原因です。現行の配合飼料価格安定制度では価格高騰分の一部しか

補てんされないため、経営を維持できません。 

政府は、畜産危機を打開するため、従来の枠組みにとらわれない抜本的な対策を行い、

コスト上昇分を全額、補てんしてください。 

一、畜産経営を維持するため、コスト上昇分を価格に転嫁できるよう、国は責任を持って

メーカーなど実需者に強く働きかけてください。 

一、（この項目は畜産農家が自由に記載して下さい） 

 

 

 

 

   住 所                              

 

 氏 名                        

               電話番号     （       ）       

           畜種 酪農     頭  肉用牛（肥育・繁殖）      頭 

養豚     頭  養鶏（ブロイラー・鶏卵）    羽 

このままでは畜産経営は続けられません 

 

 


